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注）上記の報告書は、助成対象団体が作成した報告書です。（公財）日工組社会安全研究財団

では、記載された事業の内容等に関するお問合せには対応できませんのでご了承ください。 

 2025年度 

事業種別 県域安全事業  

団 体 名 NPO法人 救命のリレー普及会 

事 業 名 安全・安心なまちづくりの為の青色パトロールの機材整備事業 

 

本事業は、地域の安全・安心なまちづくりを推進するため、青色パトロールに必要な機材

を整備し、活動体制を強化することを目的として実施したものである。 

当団体では、4 名の救命手当有資格者が函館市内および近隣地域において週 1 回以

上のパトロールを継続しており、パトロール中に傷病者や交通事故に遭遇した際には、応

急手当・救命手当を実施できる点が高く評価され、広域での青色防犯パトロールの認可を

受けている。 

今回の事業では、青色防犯灯 5個、車体左右に貼付するためのマグネットシート 10枚、

防犯ベスト 5 着を整備した。これらの機材は、パトロール活動の実効性を高めるうえで大き

な役割を果たしている。青色防犯灯はパトロール車両の視認性を高め、地域住民に安心

感を与えるとともに、犯罪抑止効果を発揮している。マグネットシートは車両が公的な防犯

活動車両であることを明確に示し、透明性のある活動を支えることで、外見による誤った「不

審者探し」を避ける環境づくりに寄与している。さらに、防犯ベストの着用により、隊員の統

一感と信頼性が向上し、住民から声をかけられやすい雰囲気が生まれ、地域とのコミュニケ

ーションが円滑になった。 

これらの機材整備によって、パトロール車両と隊員の存在が地域にとってより「見える化」

され、犯罪が起こりやすい場所への巡回効果が高まり、住民の安心感も向上している。ま

た、救命手当有資格者としての強みを活かし、事故や急病人発生時にも迅速な初期対応

が可能となり、防犯と安全確保の両面で地域に貢献できる体制が整った。 

 

 


